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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 胃食道逆流症（ GERD：gastroesophageal reflux disease）は、胃内容物が

食道へ逆流することによって不快な症状や合併症を認める疾患である。約 30％

の高い有病率を有するありふれた疾患であるが、その辛い症状から生活の質な

らびに労働生産性を低下させ社会に大きな影響を及ぼす重要な疾患である。新

しく開発されたプロトンポンプ阻害薬（ PPI: proton pump inhibitor）であ

るボノプラザン（カリウムイオン競合型アシッドブロッカー）は、従来の PPI

と比較してより高い胃酸抑制能力を示すと考えられている。そこで申請者らは、

難治性 GERDの臨床がボノプラザンの登場によってどのように変化したかを明

らかしようと本研究を行った。  

 難治性 GERDを、従来型 PPIによる治療に抵抗する群とボノプラザンによる治

療に抵抗する群に分け、食道生理機能検査である高解像度食道内圧検査と 24

時間食道内インピーダンス /pHモニタリング検査  (MII-pH)によりそれらの病

態を後ろ向きに調査し、両群に含まれる各病態（逆流性食道炎、非びらん性 G

ERD、逆流過敏性食道、機能性胸焼け、食道運動異常症）の割合を比較検討し

た。その結果、ボノプラザン群においては、逆流性食道炎や非びらん性 GERD

といった酸に関連する病態は全く認められなかった。これと一致して、ボノプ

ラザン群の食道下部酸暴露時間及び胃内 pHが 4未満となる時間は、従来型 PPI

群のそれと比較して有意に短かった。以上の結果から、ボノプラザンは、強い

胃酸抑制能力により酸関連 GERDを除外するための有効な診断ツールと成り得

ることが強く示唆された。  

 以上の成績は、この方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられた。

本論文についての試験で、まず研究目的、方法、実験結果などについて説明を

求め、次いで各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事

項について種々質問を行ったところ、おおむね満足すべき回答を得た。  

 よって調査委員合議の上、試験は合格と決定した。  


